
＜課題＞
合併によって周辺部になった施設
（公共空間）を復活させるアイデア

＜海岸の新しい活用策＞
・調理器具の鍋を海岸という非日
常の空間で競技用具として使用
・鍋料理は世界共通であり、
グローバルな参加者を募れる

海岸の新しい利用×新たな価値を提供
「海水浴場」という視点から離れた新たな“価値” “枠組み”の創造
人々に魅力を提供していく空間へのリ・デザイン

鍋松原海岸で、鍋を投げて、鍋を食べる
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